
広島大学を卒業・修了後、各業界で活躍されている卒業生の方々に、

現在のお仕事と大学時代を語っていただきました。
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　私が医学を学ぼうと決意したきっかけ

は、当時躁うつ病に苦しめられていた友

人が、治療を経て明るく笑えるようになっ

た姿を見たことでした。人の気持ちや性

格にまでアプローチできる医療の力を目

の当たりにし、医学部に進学しました。

　在学中の学びで印象に残っているの

が、疾病の予防や健康の保持増進を目指

す公衆衛生学という学問です。中でも、医

系技官としても活躍する外部講師の言葉

が私の将来を決定付けました。医系技官

とは、医療の専門家として行政に携わる

国家公務員のこと。社会と医療をつなぐ

立場から発せられた「医師の仕事は病院

や診療所にとどまらない。社会全体の健

広島大学の学びが教えてくれた
医系技官という道

康を守るのも医師免許を持つ者の役目

だ」というメッセージに感銘を受け、私も

医系技官になることを決めたのです。

　厚生労働省に入省後は本省でのさま

ざまな職務を経て、2023年から岐阜県

の健康福祉部の部長を務めています。保

健医療計画の策定から健康増進のため

の事業の推進、さらには県議会での答弁

や各医療組織との意見調整など、岐阜県

の健康と医療に関する全ての分野に関

わっています。社会に存在するあらゆる

健康課題に対処する必要があるため、求

められる知識やノウハウは多種多様。さ

まざまな団体と協力し、時には各医療分

野における有識者の方々にもお力添えを

いついかなる時も
国民の健康を守るために

いただきながら、県民の皆さんの健康を

支えるために日々奮闘しています。

　現在、日本の医療行政では、大規模な

自然災害や犯罪の発生など有事の際に

人々の健康を守る「健康危機管理」の重

要性が高まっています。今後も地域にお

ける医療体制の改善に努め、どのような

状況でも健康を守れるような医療のあ

り方を実現したいと考えています。

広大のここがええね！

学生代表として学生と教員の橋渡

しをしたり、バドミントン部設立の

ために奔走したり……。自らの学

生時代を振り返ると、広島大学は

多くの人と関わりを持てる魅力的

な学び舎だったと感じています。
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　広島県出身の画家・平山郁夫の作品

を研究・紹介する学芸員として働いてい

ます。私が平山先生を知ったのは、当館

と包括協定を結んでいた広島大学を通

じて、インターンシップに参加したとき。

日中の文化財保護や、文化交流におけ

る功績を知って感銘を受けました。そし

てかつて訪れた「敦煌莫高窟」を思い出

したのです。約1000年かけて作られた、

美しい石窟寺院。それを保護したのが平

山先生だったと気付いて不思議な縁を

感じ、先生の思いを広めたいと思うよう

に。大学院で研究をする傍ら学芸員の

資格を取得し、当館初の外国籍学芸員

として採用されました。

不思議な縁に導かれて
美術館初の外国籍学芸員に

　大学院では実践的な哲学を学びたい

と応用倫理学を専攻。哲学を応用し、芸

術とは、理性と感性の融合による産物で

あると主張しました。作品の背景などを

語る「理性」と、作品に共感する「感性」。

学芸員として鑑賞する際、大学院での研

究と仕事のつながりを感じます。

　どのような切り口で先生の作品を展示

するか決めるのは、学芸員の重要な仕事

です。より多くの人が興味を持ってくれる

テーマを考え、数年かけて企画展の準備

をします。作品研究や来館者への解説に

加え、広島大学でワークショップを開くこ

となども。業務内容は多岐にわたります。

　あるとき中国からの来館者に中国語

で案内を行ったところ、先生の作品や活

動に感動して友達と共に再訪してくれた

ことがありました。自分の案内で先生の

思いが伝わっていったことが心からうれ

しく、印象に残っています。悲惨な争い

が絶えない今日だからこそ、国境を越え

て人々をつなぐ芸術の素晴らしさ、そし

てそれを守りたいという先生の思いを

もっと広めていきたいと思います。

心に響いた人生の名言

日本に来たばかりのころに研究室

の先生に言われた、「勉強だけで

なく生活も楽しんで」という言葉。

休暇の際は芸術の島・香川県直島

に滞在し、島民の自由な気風や芸

術作品に刺激を受けています。

平和を願い
芸術の素晴らしさを広めたい
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